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令和 8年 9月バージョンアップのご案内 

 

 

あ 拝啓 貴所益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。毎度格別のお引立てに預かりありがとうございます。 

さて、KEMPOSに関し、以下の点につきバージョンアップを行いますのでご案内申し上げます。 

 

バージョンアップ内容の詳細につきましては、弊社ホームページに近日中に掲載いたします。 

(弊社ホームページ：https://www.kempos.co.jp/) 

 

尚、今回のリリースは Ver960となります。 

                                            敬具 

 

１ KEMPOSの動作環境について、以下の点にご注意下さい。 

１．Ver810(32bit 版 Office 専用)までの方は今後に備えてバージョンアップ

をご検討下さい。 

最近、新しくパソコンを入れ替えたユーザー様で「KEMPOSがエラーになる」という連絡を頻繁に頂いて 

います。パソコンを新規購入しますと 64bit 版 Officeが標準仕様となっていますので、上記バージョン

の KEMPOSはそのままでは使用できません。一旦 64bit版をアンインストールして 32bit版を再インスト

ールして頂く手間が必要となります。弊社で作業する場合、作業費も発生します。最新版はどちらでも動

作しますので、今後に備えて、今回のバージョンアップを是非ご検討下さい。 

２．サポートが終了している Office 2019以前の環境では動作しません。 

本バージョン(Ver960)を含む Ver820以後の KEMPOSは、Microsoft社がサポートしている Office 2021以

後の環境でのみ動作します。サポートが終了している Office 2019以前の環境では動作しなくなりますの

で、予めご確認ください。 

※Office 2021についても 2026年 10月でサポートが終了しますのでご注意ください。 

 

２ 祝日休日を考慮して期限管理をされているユーザー様について 

Ver820以後をお使いのユーザー様に関しましては、内閣府が提供する 2026年の CSVデータを、ユーザー

様ご自身で取り込んでいただくようお願いいたします。 

 

https://www.kempos.co.jp/
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複数件をまとめて初期データ登録を行うことができます。国内出願・外国出願双方に対応しています。 

 

※このオプションソフトは今回のバージョンアップと同時お申し込みの場合に限り、それぞれ通常価格６

０，５００円のところ限定価格３６，３００円にて提供させて頂きます。（年間サポート料の追加はありま

せん） 
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出願種別設定画面から、各国の「拒絶理由通知」「年金期限」「審査請求期限」について、GOOGLEGEMINIの APIで

問い合わせを行い、結果を取得し表示する機能を追加しました。無料の APIを使用したもので、個別データを

使用しないで、参考資料として取得してみました。 



（１） 新しい機能を追加しました 

 

1. 請求台帳から直接と、請求条件検索の検索結果に応じた請求書 PDFを添付した Outlookメールを作

成する機能を追加しました 

 

電帳法対応時に請求書の PDF出力を設定されている場合、請求書の(プレビュー)印刷を行うと、所

定の場所に PDFファイルが出力され、下図のように「その他」タブの「請求 PDF」に出力した PDFフ

ァイル名が設定された状態になります。 

 
 

この状態で「PView」の左にある「Mail」ボタンを押すと、請求 PDFにあるファイルが添付された新

規 Outlookメールが作成されます。 

 



 

請求条件検索画面にも同様のボタンを追加しています。 

 

 

検索後に「PDF MAIL」のボタンを押すと検索結果に対応した請求 PDFが添付された Outlookメール

が新規作成されます。 

 

 

※メール作成には Outlookのライブラリを使用していますので、対応するメーラーは Outlookのみ

となります。 

 

※検索結果に対応する PDFが全て添付されるようになっています。誤った PDFファイルを送信しな

いように少なくとも請求先を指定して検索することをお勧めします。 

 

※現段階では請求先、題名、本文など何も設定しない状態で新規メールが作成されます。これらに

ついてご要望がありましたらお寄せください。 

 

 



2. DN台帳に代理人からの Invoiceファイルを登録する機能を追加しました 

 

・DN台帳に代理人からの Invoice(PDFファイル)を登録するため下図の項目を追加しました。 

・登録ボタンを押して対象のファイルを選択することで、指定したフォルダに PDFファイルがコピーされ、    

呼出ボタンにて紐づいている PDFファイルが開けます。 

     
    ・Invoiceファイルの保存元と保存先は cfgファイルに下記のように設定します。 

     

    ・管理事項設定画面の「DN保存先ファイル名」に編集コードを設定している場合、元のファイル名を 

変更して保存します。現在使用できる編集コードは下記の通りです。 

{BY}：DNNo、{BZ}：DNDate、{HK}：DN連番 

※何も設定していない場合はファイル名を変更せずにコピーします。 

     

    ・誤って登録してしまった場合は、保存先のフォルダから直接削除していただきます。 

 



 

 

（２） 特許(国内・共通)管理 

 

3. 拒絶理由通知書に「最後」および「５０条の２」の手続を追加しました 

 

拒絶理由通知書に「最後」および「５０条の２」の記載がある場合、補正内容に制限がかかるた

め、前もって出願人、および代理人にその旨を伝えておきたいというご要望を頂きました。 

拒絶理由最後、拒絶理由 50-2という別の手続を追加することで、別の文書書式を設定して発行でき

るようにしました。また応答期限名にも意見書(最後)、意見書(50-2)を設定することで、出願台帳

の表示でも判別できるようにしました。 

 

・拒絶理由最後の手続定義 

 

 

・拒絶理由 50-2の手続定義 

 

 

 

 



中間取込ソフトで拒絶理由を取り込んだ際には書類内に 

・＜＜＜＜  最後  ＞＞＞＞ の記載があった場合 

・＜＜＜＜ 特許法第５０条の２の通知を伴う拒絶理由通知 ＞＞＞＞ の記載がった場合 

で判別し、発送書類名の設定で手続定義２に拒絶理由最後、手続定義３に拒絶理由 50-2を設定して

おくことで自動判断するようにします。 

 

 

・拒絶理由最後を取り込んだ場合 

 

 

・拒絶理由 50-2を取り込んだ場合 

 

 

 

 



・拒絶理由最後を取り込んだ後の出願台帳 

 

 

4. 出願台帳で選択してコピーできる項目を増やしました 

 

・出願台帳の【審査経過・出願書誌・外国出願・外国期限】タブについて、ほとんどの項目が 

 Edit(または AllEntry)の状態でないと選択してコピーができませんでしたが、 

 その状態でなくともタブ内の全項目を選択してコピーすることができるようになりました。 

 

 



 

5. インポート機能を使用して作成する出願台帳で「他願」を選択できるようにしました 

  他所管理案件に対する異議や審判などは係争をご使用ください。 

 

 

6. 文書編集の「宛先設定」の選択肢に「なし」を追加しました 

・管理事項の「送付状宛先メール」に「なし」の選択肢を追加しました。 

 

       

      ・管理事項で「なし」を設定している場合、文書編集画面の初期値も「なし」が設定されます。 

       「なし」を使用した場合メールアドレスが「宛先」に設定されません。 

       

 

 

 



（３） 外国管理 

 

7. フィリピン特許の分割出願時に親出願の年金期限を引き継ぐようにしました 

 

・フィリピン特許の出願台帳で「分割手続」を入力した場合、親出願の納付年と年金期限をコピーする

よう対応し、年金起算日については通常出願の場合は親出願の公開日、PCT経由の場合は国際公開日を

設定するよう対応しました。また、「PH_WO特許」にて「分割手続」を入力した場合、作成する出願台

帳の出願種別を「PH特許」に変更します。 

    ・分割出願で使用する出願公開手続を新たに用意し、PH特許に追加しました。 

      

      

    ・分割出願の場合には親の台帳から引き継いだ年金起算日を更新しないよう出願種別設定の年金 

起算区分に「PH特許型：分割出願の場合は年金起算日を設定しない。」を追加しました。 

     これを設定することで、分割出願にて年金起算日を設定する手続を入力した際に、 

年金起算日が設定されなくなります。 

      



 

8. 外国商標の種別を追加しました 

    ・以下の出願国と出願種別を追加しました。 

      

 

 

 

 

出願国 

925 CK クック諸島 

926 MH マーシャル諸島 

927 Y1 アデン 

928 JE ジャージー 

出願種別 

1943 IS商標/新 

8543 ZM商標/新 

9543 SE商標/新 

13941 BM商標/新 

14641 BS商標/新 

20841 LB商標/新 

92540 CK商標 

92541 CK_MP商標 

92542 CK商標(MP転換) 

92548 CK商異 

92549 CK商審 

92640 MH商標 

92641 MH_MP商標 

92642 MH商標(MP転換) 

92648 MH商異 

92649 MH商審 

92740 Y1商標 

92840 JE商標 

92841 JE_MP商標 

92842 JE商標(MP転換) 



 

9. フィリピン商標用に期限管理の項目を追加しました 

 

フィリピン商標における DAU(使用宣誓書提出)に関しましては 

現在以下のタイミングで提出する必要があります。 

 

①３年目 DAU：出願日(マドプロは国際登録日 or事後指定日)から３年 

②５年目 DAU：登録日(マドプロは保護認容日)から５―６年の間 

③更新 DAU：更新日(マドプロは国際登録の更新日)から１年 

④更新後５年目 DAU：更新日(マドプロは国際登録の更新日)から５―６年の間 

※①は１回限り６か月延長可能、②～④は延長不可 

      

現在 KEMPOSでは①と③を外国期限タブの「使用証明」、②と④を年金更新タブの「使用証明」にて 

管理する仕様になっています。 

今回、マドプロの事後指定において①と③の期限が併存するケースがある事が判明しましたので 

外国期限タブに「使用証明 2」を追加して同時に期限管理出来るように変更しました。 

本バージョンアップ後、③の期限は「使用証明 2」に転記される仕様になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・マドプロ分割で作成した事後指定のフィリピンマドプロ商標です。 

 親のマドプロの国際登録日は 2016/4/4となっています。 

 

 

・事後指定の場合、作成後の出願台帳にて「事後指定発効（マドプロ内外）」の手続を入力します。 

 こちらは仮に 2024/10/17とします。 

 
 

 

 

 



 

・フィリピンマドプロ商標の事後指定の場合、以下のメッセージが表示されます。 

 ③マドプロの更新日（10年ごとの満了日：2026/4/4)から 1年以内の期限を設定します。 

 

 

・続けて以下のメッセージが表示されます。 

 こちらは①の事後指定日(2024/10/17)から３年以内の期限を設定します。 

 

 

・入力後の出願台帳画面です。 

 外国期限タブの使用証明に事後指定日から 3年以内の期限、 

使用証明 2に更新日から 1年以内の期限がそれぞれ設定されています。 

 
 

 

 

 

￥ 



・期限管理項目の追加に伴い、応答手続に関しましても仕様が変更となります。 

 

従来の応答手続は「使用宣誓書(出願後、更新申請時の使用宣誓書)」のみでしたが 

 本バージョンアップ後、フィリピン商標における出願時の使用宣誓書提出には「使用宣誓書」、 

更新時の使用宣誓書提出には「使用宣誓書(更新時の使用宣誓書)」を入力していただく形になります。 

 

 

・更新時の使用宣誓書提出に対する応答手続を入力します。 

 [特許庁への応答・提出]-[使用宣誓書(更新時の使用宣誓書)]を入力します。 

 

 
 

 



・入力後の出願台帳画面です。 

 外国期限タブの「使証提出 2」に日付が転記されています。 

 

・下図は期限一覧の検索画面です。 

検索対象のチェックボックス一覧に「使用宣誓 2」が追加されています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４） その他 

 

10. 出願取込ソフトで「読込」ボタンを押したときに開くフォルダを別途設定できるようにしました 

 

出願取込を行う担当者の方が中間取込を行う方と異なる場合など、出願取込ソフトで開くフォルダ

の初期値を、別のフォルダに指定できるようにしてほしいとご要望を頂きました。 

出願用と中間用でそれぞれのフォルダを指定できるようにしました。 

 

 

PatApp Dirという項目を追加し、出願取込ソフトで最初に開くフォルダをこちらに指定しておくこ

とが出来ます。こちらに出願取込用の Htmlを保存しておけば、中間取込用の Htmlと混在しなくな

ります。 

この項目が無い場合は出願取込ソフトも今まで通り Pat Dirのフォルダを開きます。 

 

11. 年金印紙代の編集コードで￥を表示しないものを追加しました 

 

・編集コード{AF1-8について、半角かつ￥がない編集コード{AFA-Eを追加しました。 

 【】内の編集コードに対応した形です。 

{AFA：年金印紙代 1-3年分（全額・半角文字・カンマ付・￥なし) 【{AF1,6】 

{AFB：年金印紙代 1-3年分（全額・半角文字・カンマ無・￥なし) 【{AF4】 

{AFC：年金印紙代 1-3年分（共願時折半・半角文字・カンマ付・￥なし) 【{AF2】   

{AFD：年金印紙代 次回 1年分（全額・半角文字・カンマ無・￥なし）【{AF3】 

{AFE：年金印紙代 直近分（金額・半角文字・カンマ無・￥なし）【{AF7】   

 

※{AF5,8は{AF9で対応可能 

 

12. 電子出願(オプション)にて識別番号を出力する編集コードを追加しました 

編集コード{ZEBの形式で識別番号も出力する編集コード{ZEOを追加しました。 

 

13. 国コードについて出願番号、公開番号、登録番号が存在しないときは出力しない編集コードを追加

しました 

 

国コード+出願番号、国コード+公開番号、国コード+登録番号の書式で出力をご希望の場合に 

   ご活用ください。 

   {CCA：出願番号が無い場合には国コードを表示しなくなります。 

{CCE：公開番号が無い場合には国コードを表示しなくなります。 

{CCR：登録番号が無い場合には国コードを表示しなくなります。 

 



 

14. 見積台帳(オプション)の担当タブに「管理者」を追加しました 

     ・見積台帳の担当タブに「管理者」の項目を追加しました。 

      

 

15. 見積台帳(オプション)の「顧客請求」について名称を「顧客見積」に変更し、請求台帳と同様にダ

ブルクリックでの採番機能を追加しました 

     ・見積台帳の「顧客請求」の名称を「顧客見積」に変更し、請求台帳と同じようにダブルクリック 

した際に採番する機能を追加しました。 

      
 

 

16. 拡張検索に「登録情報照合」を追加しました。 

 

 

・KEMPOSの登録情報と整理標準化データ（弊社作成の）を照合して、登録情報の入力もれを防止する

ためのものです。 

 



 

・初期画面です。期間の初期値はシステム日付の前月の応当日の次のひからシステム日付までです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検索が終了すると照合結果データが表示されます。９件あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・KEMPOSデータです。１件あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・整理標準化データです。１０件あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（５） 便利なオプションツールを用意しました 

① 発送目録を読み込んで Kemposのデータをチェックするツールを用意しました 

インターネット出願ソフトの通信結果と Kemposデータを照合することで取込漏れを防ぎます 

    

  ・参照ボタンから発送目録を選択し、照合ボタンを押すと発送目録に記載されている書類と Kemposに 

入力されている手続を照合します。 

(登録証などは発送目録に出願番号の記載がありませんので、照合の対象外となります) 

  ・Kemposに入力されていない書類は「結果」に「NG」が表示されます。 

  ・照合結果は「結果出力」ボタンから Excel出力でき、「出力先」のパスに保存されます。 

  ・Excelの出力内容はリスト様式設定画面の「リスト ID2」の選択項目タブの下段で設定できます。 

   

 



 

② 汎用の一括インポートツール(所定の EXCELファイルに入力した情報を一括インポートします)を用意 

しました。 

 

中途受任のデータを一括インポートする汎用ツールです。EXCELで必要情報を入力したシートを作成し、 

複数件をまとめて初期データ登録を行うことができます。国内出願・外国出願双方に対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・インポート用データは以下の３個の EXCELファイルに作成。フォーマットは固定。 

 

ImportData汎用.xlsx 

ImportData汎用_出願人他.xlsx  

ImportData汎用_関連出願.xlsx 

 

ImportData汎用.xlsx 

 

 

 

 

入力項目：「整理番号」「出願国 CD」「法分類」「請求項数(区分数)」「優先権日」「原出願日」「出願日」 

「出願番号」「公開日」「公開番号」「登録日」「登録番号」「審査請求期限」「審査請求日」「納付済年」 

「次回年金期限」「備考」 

 

ImportData汎用_出願人他.xlsx  

 

 

 

 

入力項目：「整理番号」「連番」「区分」「顧客 Ref」「顧客名」「YourRef」 



 

ImportData汎用_関連出願.xlsx 

 

 

 

 

 

 

入力項目：「整理番号」「連番」「区分」「国 CD」「法分類」「出願日」「出願番号」 

 

※このオプションソフトは今回のバージョンアップと同時お申し込みの場合に限り、それぞれ通常価格６

０，５００円のところ限定価格３６，３００円にて提供させて頂きます。（年間サポート料の追加はありま

せん） 

 

 



（６）ＡＩ実装のお試し 

 

出願種別設定画面から、各国の「拒絶理由通知」「年金期限」「審査請求期限」について、GoogleGeminiの APIで

問い合わせを行い、結果を取得し表示する機能を追加しました。無料の APIを使用したもので、個別データを使

用しないで、参考資料として取得してみました。 

 

・出願種別設定の画面です。ＡＩ参照ボタンを追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・AI参照の画面です。 

 手続きは「拒絶理由通知」「年金納付」「審査請求」から選択します。 

 選択したら、「AI参照」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・AI(GoogleGeminiFlash)からのレスポンスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・詳細説明 

 

・「国分類」「法分類」「手続き」からプロンプトを作成し、GeminiAPIを使用して問い合わせます。 

 使用しているのは Genimi3.5Flash Liteというものです。 

 返信を表示します。返信の正しさについての確認はおこなっていません。 

 

・プロンプトは以下のようなものです。 

 拒絶理由通知 

国＋法＋の拒絶理由通知の応答期限について調べて下さい 

 年金期限 

国＋法＋の年金の年金納付期限について調べて下さい 

 審査請求期限 

国＋法＋の審査請求の審査請求期限について調べて下さい 

 

・AIからの返信を表示しているのみで、現在の設定との照合は行っていません。 

 将来的には、なんらかの照合・チェック機能を設ける事を検討しています。 

 


